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自由民主党 

衆議院議員 

桜田よしたか  
 

 

日本！この国を強い国に！ 
～国・地域・家族を守る～ 

「桜田法案」が議員立法で可決成立しました！ 

☆平成 25 年 6 月から検討してきた議員立法がついに成立！ 

 私が事務局長を務めてきた与党議連で 3 年 6 か月検討してきた議員立法が、平成 28 年 12 月 9 日

についに成立しました。法律の名前は「建設工事従事者の安全及び健康の確保の推進に関する法律」

という長い名前のため、仲間の国会議員からは実質的に取り組んできた私の名前にちなんで、よく

「桜田法案」と呼ばれております。今回の法律は、建設業における深刻な労働災害の発生状況に鑑

み、現場で働く建設工事従事者の安全と健康を確保し、処遇の改善と地位の向上を図り、社会に欠

かせない建設業に係る皆様の為になる法律です。今回の基本法の成立に辺り、衆・参の国交委員会、

また衆参両本会議でも全会一致で成立したことは、この法律の重要性が与党・野党問わず御認識い

ただけたことであると思います。今後日本各地で 2020 年のオリパラ関連工事、新幹線工事（リニア）、

老朽化したインフラの更新整備の工事などが本格化してきます。この法律により、現場で働く皆様

の待遇や環境が改善され、誇りをもって多くの人々が建設業で働いてもらえるならば、建設業界は

もちろん、我々の社会全体にとっても極めて重要な前進となりましょう。 
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平成 28 年 11 月 30 日 総理大臣官邸にて。教育再生実行本部長として安倍総理に第 7 次提言を手交。  平成 28 年 12 月 9 日午前、衆議院国土交通委員会での採決の模様。全会派が一致して起立し法案に賛成。 
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☆各メディアからも取材を受けました。 

 

 

 

 

 

法案成立後には、早速日刊建設工業新聞など業界紙から取材をうけました。また地元の千葉 TV

からも、取材を受けました。新年には放送予定（現在時点未定）です。 

☆つくばエクスプレスの「8両化」と「東京延伸」を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆国も重要政策と認定しています。 

平成 28 年 4 月 20 日国土交通省の諮問機関 

である交通政策審議会は、今後 15 年間の東京圏の 

鉄道整備の指針となる答申案をまとめました。 

（右写真）今回の答申で、つくばエクスプレス 

の東京延伸の可能性について、国際競争力の強化 

に資する鉄道ネットワークプロジェクトとして 

意義があると認定されました。 

私も「つくばエクスプレス利用・建設促進議連」 

において、以前から会議で主張をしていた計画 

であり、東京・埼玉・千葉・茨城の 1 都 3 県の 

発展のため、重要な認定であると思います。 

 

  

 

平成 28 年師走、早朝より通勤

通学客が行きかう柏の葉キャン

パス駅にて、皆様に朝の御挨拶。 

10 年前に比べて、乗降客数の増

加には、刮目してしまいます。    

私も地元から国会へ向かう際に

は、この路線をよく使用します

が、柏のみならずつくば EX 沿

線の急速な開発の伸展には驚き

を隠せません。 

ますます便利になることか

ら、ますます沿線人口がふえる。

新たな課題に真剣に向き合う必

要がありましょう。 

 交通政策審議会編纂：「東京圏における今後の都市

鉄道の在り方について」平成 28 年 4 月 20 日 

 

http://userdisk.webry.biglobe.ne.jp/007/421/23/N000/000/011/132890379750713204174.png


 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

PAGE３                    自由民主党千葉県第８選挙区支部発行 〒277-0814 柏市正連寺 373-1 TEL04-7132-0881 平成 29 年１月 19 日発行 

日発行  

 

☆つくばエクスプレスの 8両編成化にむけて 

いまや千葉県内でも有数の人口増加地域となった東葛地域。この人口増加の一番の要因として、

平成 17 年に開通した「つくばエクスプレス」開通が一番の要因かと思います。 

この新線の開通に伴い、各駅周辺での大規模開発も並行して実施され、我々の地元「柏の葉キャ

ンパス」「柏たなか」駅周辺でも、新しいマンションや住宅が次々と建設されております。 

 つくばエクスプレスの経営主体である「首都圏新都市鉄道㈱」のデータでも、つくばエクスプレ

スの一日あたり平均乗降客数は、15 万人（平成 17 年度）⇒32 万 6 千人（平成 26 年度）と倍以上

に増加しております。 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

☆2020 年にむけて、柏の強みを生かしていこう！ 

３年後の 2020 年には東京オリンピック・パラリンピックも開催され、外国からの観光客・ビジ

ネス客も大きく伸びることが予測されます。またさらに日本の将来を考え、我々自由民主党は経済

の成長のタネである科学技術の強化を打ち出しております。私も、国会議員に当選してから一貫し

て航空宇宙開発に関する議連の会長を務めており（現在は顧問）また平成 26 年秋までは文部科学

副大臣として日本の科学技術の育成を担当しておりました。客観的に見て、つくばエクスプレスの

沿線には秋葉原、柏の葉キャンパス、つくばと巨大なターミナル駅や大学・研究機関が集中して存

在しております。とくに私たちのふるさと柏には、東大・千葉大のキャンパスが存在し、東大から

はノーベル賞受賞者（梶田隆章先生）も排出しております。秋葉原から 31 分、広々とした空間、

充実した研究環境と柏には、理想的な条件が揃っております。 

また柏市と総務省で ICT に関する先端的な取組も開始され 

ており、柏市を学術研究に関する一大拠点にできる可能性が 

あると考えております。例えば、柏の葉の研究機関で最新の 

医療技術の研究ができないか？国立がんセンター、柏市民病院、 

辻中病院などと連携して、最新医療ができる医療特区にできな 

いか？外国からの「医療ツーリズム」の受け入れをすることが 

できないか？16 号バイパスの建設により、圏央道・常磐道との 

連絡を行い、成田空港や茨城空港とのネットワーク化を行えば、 

柏・我孫子を中心に東葛地区が大きく発展することが可能になりましょう。 

 

 

  柏の葉キャンパス駅（つくば方）。○印内の構造にも

見られるように、プラットホームの延伸化を念頭に入

れた増長性が考慮されていると思われる。 

朝夕の時間帯には、通勤通学の乗降客が次々に駅に訪れま

す。今後、この路線の利用者は、利便性も高いことから、

さらに増加することでしょう。 

 

 
成長著しい柏の葉キャンパス駅周辺。 
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【入党手続き】 桜田事務所までご連絡ください 

【自民党員になると】２年間継続した党員は、自民党総裁選挙の有権者となります。また桜田義孝事務所より活動報

告や行事案内をお送り致します。 【党員種類】 一般党員 年間 4,000 円  家族党員 年間 2,000 円 

 

 

 

桜田義孝柏事務所 

〒277-0814 柏市正連寺 373-3  TEL:04-7132-0881 FAX:04-7132-6456 

桜田義孝国会事務所 

〒100-8982 東京都千代田区永田町 2-1-2 衆議院第二議員会館 1117 号室 

TEL：03-3508-7381 FAX：03-3508-3501 

ホームページ http://www.sakurada-yoshitaka.com/ 

メールアドレス web@sakurada-yoshitaka.com 

Twitter（ツイッター） http://twitter.com/ysakurada 

☆メールアドレス登録で、櫻田からの耳より情報を配信いたします！上記アドレスまでご連絡ください！ 

 

 ☆地域防災力の強化にむけて 

 昨年末の新潟県糸魚川市での大火災では、死者こそなかったものの、木造家屋を中心に広範囲で

被害がでました。火元の不注意と強い南風という気象条件が重なり、大きな被害になりましたが、

こうした災害は新潟だけでなく、日本各地どこでも当然起こり得る可能性があります。 

もしこれが大規模地震に伴う火災だとしたら、一体どうなっていたでしょうか？このような自然

災害や火災への対応は、まさに常備消防と消防団の皆様の双肩にかかっております。 

 私も、若いときは消防団に参加しておりました。そのため皆様の役割の重要性と、日々の猛訓

練はよく存じております。全国的に消防団への参加者が減少していることはゆゆしき問題であり

ます。こうした問題に対処するため、私が所属する自民党消防議連では、大学生などに消防団へ

の加入を促進するための「学生消防団活動認証制度」や経済団体へ被用者の消防団加入を促進さ

せるための依頼、女性消防団の加入促進などを、年明けから日本全国で強力に推進してまいりま

す。柏市に暮らす大学生の皆様など、柏市に縁のある若者が消防団に加入してもらえるように、

地元自治体とも連携して働きかけをしてまいりたく存じます。 

 

 

  

 

 

 

 平成 29 年 1 月 9 日柏市消防出初式にて御挨拶 

http://www.sakurada-yoshitaka.com/
mailto:web@sakurada-yoshitaka.com
http://twitter.com/ysakurada

